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長野県職員（社会人経験者）募集
○選考区分：行政、電気、機械、化学、農業、総合土木、
　　　　　建築A、建築B、林業

○一次考査：9月16日（日）（長野市・松本市）
○募集期間：【郵送、インターネット】8月6日（月）～ 8月21日（火）
　　　　　【持参】8月22日（水）～ 8月24日（金）
※詳細は県ホームページをご覧ください。
http://www.pref.nagano.lg.jp/soumu/jinji/senkou.htm
　 総務部人事課 ☎026-235-7032
人事委員会事務局 ☎026-235-7465

公社等の職員募集

○募集期間：8月上旬～ 8月下旬
○試験日：9月16日（日）（長野市）
○募集団体（採用予定人員）:県社会福
祉事業団（10名程度）、県社会福祉協
議会（若干名）、県健康づくり事業団
（若干名）、県住宅供給公社（若干名）
※詳細は各団体のホームページをご覧
ください。

今年もあります。県関係施設「夏休み子ども見学！」

○期間:7月下旬～8月下旬
○予定施設：
・県庁（長野市）
・ハローアニマル（小諸市）
・環境保全研究所（長野市安茂里、飯綱）
・工業技術総合センター（長野市、岡谷市、松本市）
・農業試験場（須坂市）

・野菜花き試験場（塩尻市、小諸市）
・水産試験場（安曇野市、佐久市、下諏訪町、木曽町）
・林業総合センター（塩尻市）　ほか
※内容により、事前申し込みが必要な場合があります。
○詳細はこちらをご覧ください。
http://www.pref.nagano.lg.jp/kids/
menu5/johosummer24.htm

平成25年4月採用
長野県警察官（B）募集

○試験区分：警察官Ｂ（大卒以外）
○受験資格：昭和57年4月2日から平成7年4月1日までに
　　　　　生まれた方 
※大卒、大卒見込みの方は受験できません。
○一次試験日：9月16日（日）（長野市･塩尻市）
○募集締切日：8月3日（金）
※詳細は長野県警察採用案内サイトをご覧ください。
http://www.police.pref.nagano.jp/
　 警察本部警察職員採用センター　 0120-314-031

　小海県有林の森林整備によって吸収されるCO2 583トン（t）について、環境省オ
フセット・クレジット制度（Ｊ-ＶＥＲ）の認証を受け、販売しています。7月には、12
の企業・団体と468t-CO2分の売買契約を締結しました。
　引き続きオフセット・クレジット115t-CO2を販売中です。 （CO2１t当たり15,750円）

森林整備によるCO2吸収量をクレジット化
～ 小海県有林 Ｊ-ＶＥＲプロジェクト ～

　個人や民間事業者などがペレットストーブやペレット
ボイラーを購入する際、市町村を通じて助成しています。
（42市町村で実施中。詳しくはお住まいの市町村にお問い合わせください。）

　また、ペレットや薪の使用量に応じた還元金を受け取
ることができる「長野県カーボン・オフセットシステム」
も利用できます。（事前登録制）

　県土の約８割が森林である長野県。森林整備と木材利用によって二酸化炭素の吸収量増加や
排出削減といった、地球温暖化を防ぐ取り組みを進めています。

企業の社会貢献活動に森林整備を取り入れませんか 　環境への関心が高い企業と一緒に森林整備に取り組んでいます。森林の手入れが進むことで
CO2（二酸化炭素）の吸収量も増えます。

木を使って環境に優しい暮らしをしませんか 　戦後植林されたスギ・ヒノキ・カラマツなどの多くが成長し、木材などとして利用できる時代となってきました。木を暮らし
の中で「あたりまえ」に使いませんか。木を植えて育て、切って使い、また植えるという循環が生まれ、森林づくりが進みます。

暮らしの中で森林の恵みを活かす

　温室効果ガスの排出削減量や吸収量を環境省が認証し、クレジットとして発行
する制度。カーボン・オフセット※に使用するほか売買などの取り引きが可能。

J-VER制度
（ジェイバー）

　長野県産材CO2固定量認証制度による認証を受けることで住宅ローンの金利が優遇されます。
   （県内10の金融機関で取り扱っています。詳しくは金融機関にお問い合わせください。）

　県産材を50%以上使用するなどの条件を満たし
た住宅を建てる場合に利用できます。（上限50万円）

　県産材を一定量以上使用してリフォームする場
合に利用できます。 （上限30万円）

住宅をリフォームするとき
～ 信州型住宅リフォーム助成金 ～

信州の木の家に住む
　木材を利用すると木が吸収し
た大気中のCO2を木材にとどめ
ておくこととなり、温暖化防止
に効果があります。

　県では、環境活動に積極的な企業（里親）と活動拠点となる森
林を持つ市町村・団体（里子）とのマッチングを行っています。
　里親企業は、地域と協働した植樹や間伐、資金の提供など
を通して、森林づくりへの参加と従業員の福利厚生のための
森林活用ができます。
　希望される企業には、社会貢献活動の「見える化」のために、
整備された森林のCO2吸収量を算出し、認証書を独自に発行
しています。（長野県CO2吸収評価認証制度）

森林整備を通じて地域と交流
～ 森林の里親促進事業 ～

も　　　り

ペレットストーブ・ボイラーを導入するとき
～ ペレットストーブ助成金 ～

（森のエネルギー総合推進事業）

※カーボン・オフセット…省エネなどの努力をしても削減できないCO2を他の場所で埋め合わせ（オフセット）すること

　ペレットや薪など
の木質バイオマスを
利用することにより、
間伐材が有効に使わ
れ、森林整備につな
がります。

　1年間で乗用車が排出す
るCO2は約2.3t。
　Ｊ-ＶＥＲ制度による県の
CO2吸収量は約250台分、
CO2吸収評価認証制度によ
りこれまでに認証された吸
収量は約7,931台分に相当
します。

CO2吸収量を
換算すると…

住宅を建てるとき
～ ふるさと信州・環の住まい助成金 ～

わ

お問い合わせ先
○小海県有林J-VERプロジェクト
　　林務部森林づくり推進課 ☎026-235-7272
○森林の里親促進事業
　　林務部信州の木振興課 ☎026-235-7267
○森のエネルギー総合推進事業
　　林務部信州の木振興課県産材利用推進室 ☎026-235-7266
○ふるさと信州・環の住まい、信州型住宅リフォーム助成金
　　建設部住宅課 ☎026-235-7339

ながのけん 検索

この紙面に関するお問い合わせは総務部広報県民課まで
●☎026（235）7054　●FAX026（235）7026
●メール：koho@pref.nagano.lg.jp
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